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ハ・イず湾ξ l oイ5 2傷′ f / / 7キ
/ / 9θと し、補簡1断面 のに貢f十

角 θ′●22°θθ
ノ
ktた 。

I.文 朽矢締 革 とンの考暴

7× ′ c― I″ ごひ
…丁 γ′ c― zの 洪試 体 ′ξ、 / V―/ 5θ

アθ′ のとさ  だ 永 ぞた P =ィ 6 .θ アθ″′ィィθ アθ″

に おい て 内 鉤 玄れ の左 晟 7てよ り政 壕 tた o

ア/′ c― Zの π支襄 1べ鮭 そろ夏 一 」ぁJひ
・ィ″j n ~、す 。 な

あ` 夕羊ぐ口1 2つ、、マ1 0当面そ及 す る。

ウ

場 裏 ― θ

丁γρC  7  瑕 史 "鳳 J天 態 (′リ

多重 - 4

アY′CI  戒 募詢は〕え`2)

- 2 2 -

″ρε‐0  ́      7レ ′ε―ιゝ        η ′e_θ C

内0やキ瞳のみ   爾 断衝りじグスルフォ のみ   窮 千相

図 ―′ Ty′ ε―θ 権 略 図

`′ノ うグer〆 r′

rるノ T/′e〃4′7●

図 - 2  ひ p eこ I静 ■図

(θ ・22・θθ′)

参 考 夫 献

プリ エ 幕 ;七 )ヽ
・
オフ‐ア ー 今 `■つ

、ヽ て   土 木 け 奏 〕む 4 7 6

2 ) , 卜 ルヽ 化  , 1。オ フ。フ ー タ猜 あ

桁 点祥 立 1芝詢 τ ろ天 験 `をっ

、、て    土 木 移 会 議 '  4θ―′ J




